
新しい経済システム「サーキュラーエコノミー」とは？

サーキュラーエコノミーとは
サーキュラーエコノミー(循環経済)とは、地球上の資

源や製品の価値を可能な限り長く保全・維持し、循環さ
せることを目的とした新たな経済システムの考え方です。
このシステムでは、製品やサービス設計の段階から環

境負荷を考慮することを前提としており、新しい資源の
利用を可能な限り抑制してモノを作り、廃棄物や汚染を
発生させずに再資源化することで再び循環させることを
目指しています。

従来の経済システムとの比較
従来の大量生産、大量消費の一方通行な経済を「リニ

ア・エコノミー(線型経済)」と呼び、再加工や再利用の
過程がないため、資源の枯渇や資源採取による生物多様
性の破壊、廃棄物処理など様々な環境問題に密接に関係
しているのです。リニア・エコノミーの中で、リサイク
ルを活用して、廃棄までの寿命を長くするのが「リサイ
クリング・エコノミー」と言います。
一方、サーキュラーエコノミーの考え方は、原材料資

源の投入量を抑え、再生資源を有効活用による最大限の
付加価値を生み出す経済活動であります。

サーキュラーエコノミーに企業が取り組むメリット
サーキュラーエコノミーは環境保全に寄与するだけで

なく、企業活動にその考え方を取り込むことで、企業の
事業活動の持続可能性を高める可能性を秘めています。

事業リスクの低減や新たなビジネス機会の創出が期待
されており、現に新たなビジネスモデルの台頭が国内外
で進んでいます。企業としてサーキュラーエコノミーに
対応した事業に取り組むことが、企業の成長と存続のた
めに重要と言えるでしょう。

弊グループもサーキュラーエコノミーを体験し、実装
に繋げるカンファレンスに2021年以来参加して、グ
ループの取り組みを昇華させています。
次号ではこのカンファレンスにも触れていきたいと思い
ます。

企業活動において環境を配慮した姿勢が求められている現在。環境省では2023年度の重点施策の一つに
「炭素中立型経済社会と循環経済(サーキュラーエコノミー)の同時達成」を掲げており、持続可能な形で資
源を利用する「循環経済」への移行を目指すことが世界の潮流となっています。都市の環境維持を担ってい
る弊グループとしても、欠かせない視点であります。

《2021年に参加したカンファレンスの様子》



今月のInsect

チョウ
（蝶）
チョウ目

学名: Lepidoptera

Information

●害蟲展season4開催決定！ただ今エントリー受付中！
今年も、人とあらゆる生物の関係性を考えるきっかけになる展示会
を開催します。会期やイベント情報など、随時お知らせいたします。

●日本標準産業分類に「ペストコントロール業」が新設！
2024年４月、総務省の「日本標準産業分類」を10年ぶりに改訂。細菌やウイルス消毒
など「ペストコントロール業」を新設する方向で検討されています。

●Pick up 展示会情報
NEW環境展/地球温暖化防止展
（※弊社は出展しておりません。）

会期：2023年5月24日(水)～5月26日(金)
会場：東京ビッグサイト（東1～5ホール・屋外実演会場)

蝶の祖先は、約1億年前。草食昆虫
として生活していた。後に花の蜜を
摂取するようになり、花との共進化
が進む。現在の多様な蝶の形態や色
彩も、この長い進化の過程で形成さ
れた。身近な花や植物、環境を守る
ことで蝶の進化も守り続けたい。

【Insectopia(インセクトピア)】の配信登録はこちらから！

QRコードを読み取り、登録フォームよりご登録ください。
ニュースリリースや採用情報、イベントなどの最新情報を
配信中です。

害虫発生予報カレンダー
暖かく過ごしやすい季節になりました。様々な虫にとっても過ごしやすい季節となり、虫の発生・被害が増加する傾向に

あります。身近な虫のなかには「媒介害虫」「不快害虫」「有害害虫」「経済害虫」などに分類される種がおり、衛生的・
心理的・経済的に害をもたらすものとされています。できれば人の生活スペースに入ってきて欲しくはないですし、刺され
てしまったり身体的な被害は防ぎたいものです。害虫の被害から身を守るためには発生後に慌てて駆除をすることよりも、
その害虫の特性を知り害虫が発生・繁殖しづらいように環境を整えたり「予防」のための工夫をしていくことが効果的です。
発生時期を把握していることで事前の対策ができるよう、この度シーズンごとに発生する虫たちをカレンダーで表現してみ
ました。シーズンを乗りきるためのご参考にして頂ければ幸いです。完全版はダウンロードができますのでご活用下さい！
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